
 

 

① 

第
四
十
回
記
念
書
法
展 

【
受
賞
者
】 

『
同
人
』 

 
 

黒
丸
鐘
仙 

『
無
鑑
査
』 

 
 

菊
地
邑
僊
、
藤
本
孔
仙 

『
日
本
書
法
芸
術
院
賞
』 

 
 

橋
川
昌
仙
、
伊
比
井
康
僊 

『
師
範
会
員
賞
』 

 
 

島
田
育
僊
、
中
野
宮
仙 

『
翁
仙
記
念
賞
』 

 

伊
藤
驍
僊
、
近
藤
州
仙 

 

『
審
査
委
員
長
賞
』 

土
橋
帥
仙
、
二
見
華
仙 

古
田
樹
仙 

『
秀 

作
』 

前
原
利
仙
、
岡 

章
仙
、
鈴
木
挑
仙 

清
水
隆
僊
、
新
倉
栄
仙 

『
佳 

作
』 

髙
橋
詩
仙
、
塩
野
雪
仙
、
青
木
隆
僊 

『
特
別
賞
』 

 
 

内
田
蕙
僊
、
戸
谷
京
仙
、
佐
藤
清
孝 

『
敢
闘
賞
』 

大
野
高
仙 
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②
第
三
二
八
回
実
力
検
定
試
験
日
程 

七
月
五
日(

金) 
 

 

新
規
会
員
締
切
日 

七
月
十
二
日(

金) 
 

検
定
シ
ー
ル
配
布 

七
月
二
十
六
日(

金) 

検
定
作
品
締
切
日 

小
品
検
定
作
品 

行
書 

「
温
泉
銘
」 

③
第
三
二
八
回
検
定
参
考
手
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

応
募
報
告 

 

応
募
総
数 

 

一
四
六
点 

採
用
者 

佐
藤
多
仙 

川
口
晴
仙 

中
村
憩
仙 

椎
野
馨
仙 

堀
野
晃
仙 

峰
岸
近
僊 

加
藤
耿
仙 

平
田
祐
仙 
中
野
宮
仙  

以
上
九
名 

④
第
三
二
九
回
実
力
検
定
試
験 

 
 

 
 

 
 

課
題
と
参
考
手
本
募
集 

小
一
「
ぱ
ん
」 

小
二
「
と
び
ば
こ
」 

小
三
「
風
の
お
と
」 

小
四
「
遠
く
の
音
」 

小
五
「
老
人
と
海
」 

小
六
「
海
外
留
学
」 

中
一
「
大
自
然
の
力
」 

中
二
「
漢
和
辞
典
」 

中
三
「
養
護
学
校
」 

一
般
「
秋
屋
葉
聲
中
」 

仮
名
「
夕
さ
れ
ば
野
べ
の
秋
風
身
に
沁
み
て 

 
 

 
 

 
 

う
づ
ら
鳴
く
な
り
深
草
の
里
」 

 

●
七
月
二
十
六
日(

金) 

締
切
日 

 

●
応
募
資
格 

一
級
塾
長
、
上
級
塾
長 

 
 

 
 

 
 

指
導
塾
長 

 

採
用
者
に
は
日
本
書
法
芸
術
院
よ
り
報
奨
金

が
出
ま
す
。 

 
 

⑤
夏
期
一
斉
休
校
期
間 

◆
日
程 

八
月
十
日(

土)

～
八
月
十
八
日(

日) 

※
通
常
営
業
開
始
は
八
月
十
九
日(

月)

か
ら 

で
す
。 

   

①
三
年
表
彰 

 

塾
に
三
年
間
在
籍
し
、
年
度
会
費
を
四
回

納
入
し
ま
す
と
、
本
部
よ
り
表
彰
状
と
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。
該
当
者
が
い
る

塾
に
は
表
彰
者
名
簿
を
配
布
し
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

※
記
念
品
の
配
布
は
確
認
が
出
来
次
第
順

次
行
い
ま
す
。 

※
配
布
は
一
度
の
み
で
す
。 

 

②
芸
術
院
よ
り
お
知
ら
せ
事
項 

※
三
年
表
彰
墨 

記
念
品
と
し
て
配
布
し
て
お
り
ま
す
書

法
二
丁
型
の
墨
で
す
が
、
年
間
の
生
産

数
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
昨
年
度
学
童

会
員
の
入
会
が
多
く
、
記
念
品
と
し
て

配
布
で
き
る
分
の
確
保
が
難
し
く
な
り

ま
し
た
。 

 

今
年
度
は
別
の
墨
で
の
対
応
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。 

※
入
会
記
念
品 

 

入
会
記
念
の
筆
置
き
で
す
が
、
従
来
の

物
が
廃
版
と
な
り
新
し
い
も
の
に
切
り

替
わ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
も
数
量
を
確
保

し
続
け
ら
れ
る
か
不
透
明
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
状
況
に
よ
り
再
度
変
更

と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
了
承
下
さ
い
。 

 

【
静
雅
堂
】 

① 

書
法
墨
値
上
げ
の
お
知
ら
せ 

長
い
期
間
値
上
げ
を
し
て
こ
な
か
っ
た

墨
で
す
が
、
今
般
仕
入
れ
先
の
玄
林
堂
よ

り
値
上
げ
の
通
知
が
届
き
、
各
校
に
あ
る

在
庫
の
書
法
墨
が
無
く
な
り
次
第
新
価

格
へ
と
切
替
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

社
長
に
履
歴
を
調
べ
て
も
ら
っ
た
と
こ

ろ
、
平
成
十
三
年
以
来
の
値
上
げ
と
の
こ

と
で
、
二
十
三
年
ぶ
り
に
価
格
の
改
定
を

行
い
ま
す
。 

新
価
格
表
を
同
封
し
ま
す
の
で
ご
参
照

く
だ
さ
い
。 

事
情
を
ご
賢
察
の
上
、
ご
理
解
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
新
価
格 

・
書
法
二
丁
型 

 

一
、
一
〇
〇
円 

・
書
法
三
丁
型 

 

一
、
六
五
〇
円 

 

価
格
は
ど
ち
ら
も
税
込
み
価
格
で
す
。 

 

② 

初
代
哲
仙
手
本
販
売
第
二
弾 

 

●
『
楷
書
国
史
篇
』 

第
二
弾
と
な
り
ま
す
初
代
哲
仙
手

本
の
販
売
。 

今
回
は
「
楷
書
国
史
篇
」
で
す
。 

※
限
定
一
〇
〇
部
で
の
販
売
で
す
。 

ご
存
じ
の
通
り
「
行
書
国
史
篇
」
は
平
山

康
堂
氏
の
編
纂
し
た
国
史
篇
の
文
章
を

行
書
で
揮
毫
し
た
物
で
す
が
、
こ
ち
ら
を

楷
書
で
揮
毫
し
た
も
の
と
な
り
ま
す
。 

 

楷
書
か
ら
ど
う
行
書
に
す
る
の
か
？ 

逆
に
行
書
か
ら
楷
書
へ
は
？
と
い
っ
た
勉

強
に
も
繋
が
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ 

ご
購
入
下
さ
い
。 

 

●
価
格 

 

二
、
九
七
〇
円(

税
込
み) 

※
こ
の
教
材
は
塾
長
割
の
対
象
外
で
す
。    

※
時
間
の
都
合
に
よ
り
裏
面
記
事
の
掲
載
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

学

校

だ

よ

り 

日
本
書
法
芸
術
院 

学 

校 


